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２０１７春闘の交渉状況報告お待ちしています。報告は事務局(山本功・光崎聡)まで。 

電話 011-210-0505 ＦＡＸ011-210-0606

全石狩地域闘争委員会は６月１７日（土）10
時より札幌地区連合会内の「さっぽろ労働相

談センター」で全石狩地域を対象とした「解

雇・雇止めなんでも労働相談」を実施しまし

た。当日は相談員 2名を配置して相談電話に
対応しました。相談件数は少ないものの深刻

な内容が大半です。団体交渉応諾を求める不

当労働行為救済申立ての調査途中で会社か

ら突然事業所閉鎖を突き付けられた、有給休

暇取得には三日前の申請が要件であり満た

さない休暇は全て欠勤として処理する等が

特に深刻といえます。労働＝隷属と主張する

事業者の姿であり、今の政府の姿勢を反映し

ています。労働法制を守る闘いは民主主義を

守る闘いです。頑張りましょう！

、更なる労働法制の改悪が進められようとし

全石狩地域闘争委員会は６月１７日に２２２組

合の春闘参加を確認しています。賃金妥結状況は

加重平均で５１５５円（2.16％）と全体では昨年
を３７２円下回るものの、300人未満の組合では
昨年を４００円上回っています。今春闘終盤にき

て地場組合が相場引上げの前面に立つのは連合

本部・連合北海道にも見られますが、石狩地域は

特に顕著となっています。また、一時金交渉では

17 組合が有額回答を引き出し 4 組合が年間協定
の合意を確認しました。本闘争委員会は２５０組

合以上の春闘交渉参加を目標にしています。目標

達成で景気活性を実現しよう！ガンバロー！

労働法制を無視した、凶暴な事業社からの被害相談に 

対応する相談員！

石狩地域の春闘が日本の景気を左右します！ 

地場・日本の景気活性に向け団結ガンバロー！ 


